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このノートは…

　かならず読んで下さい
　　日常活動で生かして下さい
　　　ファイルをして残して下さい

各戸回覧して下さい。

毎年１月に行われる隼人区の「山の神」
子ども達が竹で作った弓や大砲などを

山の神に捧げ　地域の安全を願う伝統行事です
山の神は　女性で　人の美しい顔を見ると
きげんを損ねるとの言い伝えがあるため
顔に墨を塗りながら古式豊かに練り歩きます

地域の子どもが減る中
いつまでも続いてほしいものです

　　
「山の神」　

香美町　隼人区子ども会
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※ 広報活動の充実に努めます。

ホームページを毎月２回更新し、活動
情報をわかりやすくお知らせします。
皆様のご意見ご要望をお寄せ下さい。



遊ぼう・学ぼう

子どもたちが群れ、遊び、のびのびと育ってほしいと願うのは、　
社会共通の思いです。

子ども会が社会の期待に応えられるために、育成者にとって何が大
切か、みんなで考える研究集会になりました。　
◦開催日　　平成２８年１１月１３日（土）　１３時～１６時
◦場　所　　シーサイドホテル　舞子ビラ（神戸市垂水区）
◦参加者　　子ども会指導者・育成者、事務局、関係者　９１名
◦内　容　　式　典
　　　　　　表彰式（個人３５名  ・  団体１３団体  ・  伝達 １ 団体）
　　　　　　研　究　テーマ　　「子どもが育つ地域づくり」
　　　　　　　　　　講　師　　田中一典先生（県子連講師団委員　地域づくり指導者）

　 「子ども会は無くてもいい？」　　　　　　「いいえ、なくてはならないものです！」
子どもに対して地域の親は無関心すぎます。過保護と過干渉の親が増えました。
必要な時期に、必要な躾や体験が十分できないままに大人になってしまうのではと危惧しています。
農作業の剪定作業をして、子育てに通じることがたくさんあると気づかされました。「すぐに役立つことは、
すぐに役立たなくなる」。役員さんには、自信を持って子ども会活動に取り組んでほしいのです。子ども会の
活動が、子どもにも家庭や地域にとっても、一生の宝として役に立つと確信しています。

　 ２０３０年の社会はどうなっているでしょう？
◦社会は・・・・・・・・・　近い将来、１０人中  ①（　　）人は、今と違う仕事をしている。
◦地域コミュニティー・・・　２０年以内に、今の仕事の  ②（　　）％は、人にかわり機械が行う。
◦知識社会・・・・・・・・　２０１１年入学児童の就職先の  ③（　　）％は、現在ない仕事。
　　　　　　　　　　　　　　 だからこそ、子ども会活動で「五感」を働かせた体験を積み、状況がどんなに

変わろうとも柔軟に対応できる人材を育成することが大事です。

平成２８年度　兵庫県子ども会　育成者研究集会� １１月１３日（土）

第５０回全国子ども会育成中央会議・研究大会  （福岡県久留米市）

○公益社団法人全国子ども会連合会長表彰
　受賞　おめでとうございます。
　明石市　松原由美子様　　　加東市　松本敏夫様　

平成２９年 ２ 月１７日（金）～１９日（日）　福岡県久留米市において全国子ども会育
成中央会議・研究大会が開催されました。全国から指導者・育成者ら９７４名が
集い、兵庫県から ６ 名が参加しました。式典に続き表彰式が行われ、兵庫県か
ら ２ 名の指導者が全国子ども会会長表彰を受賞されました。

みな様の益々のご活躍をお願いいたします。

平成２９年 ２ 月１７日（金）～１９日（日）

こたえ：① ９ 人　　　② ４７％　　　③ ６５％

指導者・育成者、単位子ども会や
指導者組織・育成者組織の永年の
活動を称え、賞状が授与されました。

田中先生・・・
自信を持って、活動を！
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地域の人たちとのふれあいや遊び体験は、子どもの健やかな成長に
欠かすことが出来ないものです。人と人のつながりを結ぶ活動の促進
が社会における子ども会の役割ですが、子どもの遊び方やコミュニケー
ションのあり方が様変わりし、特にインターネットの普及に伴い新た
な社会問題を起こしています。

そこで、指導者・育成者が子どもたちのインターネットの利用に関
わる現状と諸問題について学習し理解を深め、今日的課題を子ども会
でも取り組むことになりました。

◦開催日　　平成２８年１２月 ３ 日（土）～ ４ 日（日）
◦場　所　　ANAクラウンプラザホテル神戸（神戸市中央区）
◦内　容　　式　典
　　　　　　表彰式　東谷義雄様（伊丹市）、山端雅隆様（明石市）、岩本博幸様（姫路市）、信部武史様（豊岡市）、
　　　　　　　　　　髙田和子様（洲本市）　（兵庫県の受賞者 ５ 名）

　　　　　基調講演　　テーマ「スマホ時代の大人が知っておきたいこと」　
　　　　　　　　　　　　講　師　竹内和雄　氏（兵庫県立大学環境人間学部准教授）

　　　　　　グループワーク　
　　　　　　　　　　　　テーマ「子どものスマホで困っていること」
　　　　　　　　　　　　講　師　竹内和雄　氏（兵庫県立大学環境人間学部准教授）

　　　　　　パネルディスカッション
　　　　　　　　　　　　テーマ　「輝きのある子ども会への道」
　　　　　　　　　　　　　　杉浦　隆（公益社団法人全国子ども会連合会事務局長）
　　　　　　　　　　　　　　安部　侃（近畿地区子ども会連絡協議会会長）
　　　　　　　　　　　　　　揖場　攝（一般社団法人兵庫県子ども会連合会理事長）
　　　　　　　　　　　　進　行　浅見真一（一般社団法人兵庫県子ども会連合会事務局長）　

 大阪市内のある小学校の ４ 年生に「将来の夢」を聞きました
　 １ 位　　サッカー選手
　 ２ 位　　医者
　 ３ 位は　ユーチューバーです・・・

　※ ユーチューバーとは、面白い動画を作成しインターネット上に載せ、
沢山の人に観てもらい、収入を得る仕事。

 スマホのＬＩＮＥを使ったやり取りから事件が発生
　事件から読み取れることは、スマホには防犯機能はない
　「助けて」の声は届かない

 スマホに関わる様々なトラブル発生　　　
　問題は難しくない
　言葉の読み違い、取り違い
　ＬＩＮＥ上のケンカです
  大人は、子どもの実態を知らない

 そこで、
　よくないことをしている時は、注意しなければいけません
　子ども自身で使い方のルールを決めさせます
　大人は、子どもの実態をよく知ることです
　そして、子どもを守る役割があります

 困ったら，誰に相談する？　
　大人の ３ つの声
　 　①いつでも相談に乗るよ
　 　②勝手に暴走しないよ
　 　③知ってる人を知ってるよ

 スマホの問題は、心の問題です

近畿地区子ども会育成研究協議会� １２月 ３ 日（土）～ ４日（日）

子どもを守り、社会を守るのは子ども会のお役目です
世話やきのおばちゃん　　こわいオッチャンになろう

会場は、驚きの声が
飛び交いました。

講師　竹内和雄 氏
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北播磨ブロック

加東市：桜台子供会バーベキュー大会

子ども ▶  バーベキュー・ゲームの準備、当日の司会進行、

高学年は低学年の面倒をみる

大　人 ▶　火の管理等子ども達の手助け

感　想 ▶　 学校などで声をかけ合い、大人が思っていたより

積極的に取り組んでくれてうれしかった。初めて

子ども達がメインになって企画に取り組んだが、

大人は出すぎず、見守る事の難しさを感じた。今

後も子ども達が主役になり楽しい会をつくってい

けるようにしていきたい。

北播磨ブロック

多可町：森本子ども会
ハロウィンパーティ

子ども ▶　 企画、準備、司会進行、後片付け

大　人 ▶　子ども達の活動の補助

感　想 ▶　 どうしても大人が意見を言ってしまい、子ども達

が主体的に企画をするのは大変だと思った。子ど

も達の意見を上手に引き出す力が大人には必要だ

と思った。そのために、子どもの目線に立っていっ

しょに楽しむ事が大切だと思った。

中播磨ブロック

姫路市：中寺校区土師子ども会クリスマス会

子ども ▶　 会場の飾りつけ、当日の司会進行、後片付け

大　人 ▶　会場の設定、お菓子・ジュースの配布

感　想 ▶　 大人が進めるよりも子どもが進行役になる方が

しっかりと話が聞けていた。少し時間が間延びし

てしまったところがあったので、進行役と段取り

を確認していればよかった。子ども達が「やる気」

「達成感」を持てるようにしていきたい。

“子どもの手による子ども会”

子どもたちが子ども会活動に主体的に参加し、子ども自身が企画運営する子ども会活動を目指した取り組み
を支援する事業です。平成２８年度は１９４の子ども会で取り組んでいます。

子ども同士が話し合うことで、コミュニケーション能力が育ち、人と協力して助け合うことを覚えます。大人
は、子どもたちが考えて創る活動を見守り、励まし、育んでください。

それぞれの地域で取り組んだ活動事例を紹介します。 （平成２８年度の取り組みから）
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中播磨ブロック

姫路市：広畑第二小学校区小坂子ども会
クリスマス会

但馬ブロック

豊岡市：嶋子供会七夕会

但馬ブロック

香美町：柤岡子ども会
クリスマス会

子ども ▶　 工作の準備、ゲームの司会進行、低学年のお手

伝い、後片付け

大　人 ▶　工作材料、ケーキの購入、司会進行の手伝い

感　想 ▶　 近年、役員の大変さで加入者が減少してきてい

るが、もっと高学年の子ども達に頼ることで保

護者の負担を軽減し、子ども達の責任感の醸成

に繋がるのではと思った。学年関係なく、みん

な笑顔で楽しんでいたので、活動を通じて地域

コミュニティのつながりが出来ればと良いと

思った。

子ども ▶　 企画、準備、笹飾り作り、ゲーム・肝試しの進行

大　人 ▶　子ども達の安全の見守り、サポート

感　想 ▶　 今までの大人が企画したものとは違い、子どもが

自分達で考えたプログラムは、責任感や行動力を

感じることが出来た。大人は、ついつい口出しを

してしまったので任せるところ、手助けするとこ

ろの見極めを考えていきたい。

子ども ▶　 企画、準備、会場の飾りつけ、司会進行

大　人 ▶　買い出しなど活動準備の手伝い

感　想 ▶　 学校や家とは違う子どもの姿を見ることが出来て

うれしかった。子ども達が自分の役割に責任感を

もって活動し、思っていたよりしっかりしている

なと思った。子ども達が主体的に動くことが出来

る場の設定をしたり、計画時から子ども達に参加

してもらう機会を多く持とうと思った。
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子ども会・耳より情報

○ 子どもや地域活動を支える指導者や地域の子ども会や青少年育成活動を支える指導者の資質の向上に
向けた一泊研修会を実施しました。

○集団をイキイキさせるには何が必要か、魅力ある集団活動をつくるために、みんなで考えました。
◦日 　 程　平成２９年 １ 月２１日（土）～２２日（日）
◦場 　 所　シーサイドホテル　舞子ビラ
　　　　　　神戸市垂水区東舞子１８－１１　　☎０７８－７０６－３７１１
◦参 加 者　２９名　子ども会や地域青少年活動の指導者・育成者で ２ 年以上の経験者　
◦主な内容　　
　基調講演　　　　「葉っぱビジネスでまちづくり」　
　　　　　　　　　　講　師   　横石　知二氏（株式会社　いろどり取締役社長）
　グループワーク　「いきいきとした集団活動に何が大事？」
　　　　　　　　　　講　師　　辻　　幸志氏（ＮＰＯ法人こうべユースネット理事長）
　お話と実習　　　「まちあるきとまちづくり」
　　　　　　　　　　講　師　　浅見　真一　（一般社団法人兵庫県子ども会連合会事務局長）

　オリエンテーションで研修の流れとねらい、進め方を確認し、イメージづくりをして始まりました。

第 １回集団指導者研修会開催 １月２１日（土）～２２日（日）

基 調 講 演
人をやる気にさせる・・・だれだって、居場所と役割と出番があればうれしい
世の中の変化を知る・・・今までのやり方でいいという感覚は捨てる
自分にできることから・・現場に大きなヒントが
覚悟を持って・・・・・・自分ごととして考えて取り組む　

アイスブレーキング グ ル ー プ ワ ー ク

グループの始まりは？
心を開いて　ひとと
かかわることから・・・

イキイキとした集団活
動に何が大事？
力を合わせて問題解決
グループの力を引き出
そう

体 験 学 習

ふりかえり＆わかちあい 

実際に地図を見ながらまちを歩きました
新しい発見あるかな？
インタビューをして声を聴こう！
見てきたものをまとめよう！　　発表しよう！

つ な が り が   元 気 に す る   ま ち づ く り
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平成28
年度

チャンピ
オン

家族で　チャレンジ　エコライフ

こどもエコチェック手帳に関するお問い合わせ先は　▶▶　兵庫県地球温暖化防止活動推進センター　０７８－７３５－２７３８　へ

公益財団法人ひょうご環境創造協会発行　こどもエコチェック手帳から

子ども会は、環境をテーマにした取り組みを進めています。
“やってみよう！” と、あなたが意識することが地球の温暖化を防ぎます。
一人ひとりが、生活の中から、出来ることから、取り組みましょう。

フライング・ディスク
ドライビング・コンテスト

畑　下　綾　香
28．50m

靴とばし

森　　琉 稀 弥
24．90m

ジャンケン勝負

西　塚　　　海
盛　里　心　桜

5人

新聞紙ヤリ投げ

北　野　陽　士
11．19m

輪ゴムとばし

畑　下　綾　香
5．84m

新聞紙ボール投げ

高 瀬 郁 也
18．89m

種飛ばし（スイカ）

高　橋　陽　司
3．42m

碁石運び

保　子 　 和
43個

紙飛行機（距離）

畑　下　翔　栄
11．10m

なわとび

手　島　菜　月
194回

◆いつでも、どこでも、単位子ども会でも簡単に取り組めます。
◆県下全域で記録を競い合い、年間の記録を認定します。 年度チャンピオンには

楯をおくります
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ひょうごユースケアネット　ほっとらいん相談

○実施日時 月・火・水・金・土曜日（週 5 回）
10：00〜12：00＆13：00〜16： 00
※上記が祝日及び年末年始（12/2９〜 1 / 3 ）　
にあたる場合はお休みです。

○専用ダイヤル （078）977-7555
※専門スタッフによる電話相談のみです。
※相談料は無料です。

児童虐待２４時間ホットライン
中央こども家庭センター　　TEL 0７8-９21-９11９

西宮こども家庭センター　　TEL 0７９-8７４-９11９

神戸市こども家庭センター　TEL 0７8-382-2５2５
（児童虐待夜間休日相談　TEL 0７8-382-1９00）

姫路こども家庭センター　　TEL 0７９-2９４-９11９

豊岡こども家庭センター　　TEL 0７９６-22-９11９

県子ども会連合会
主な予定

4 月～ 6 月（平成２9年）

４ 月２０日（木） 県下各市、町子連事務局長及び事務担当者研修会（神戸市中央区）

５ 月１７日（水） 第３８回　理事会（神戸市中央区）

６ 月 ３ 日（土） 第３９回　理事会（神戸市中央区）

６ 月 ３ 日（土） 第１２回　総会（神戸市中央区）

６ 月１８日（日） 第 ２ 回　集団指導者研修会（神戸市中央区）

この育成会ノート「あそぼう」は地域で回覧し、皆さんでご覧下さい。

〒６５1－00６2　神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号
県福祉センター内　一般社団法人　兵庫県子ども会連合会　育成会ノート係
ＴＥＬ　0７8－221－４081　0７8－230－９６６７　ＦＡＸ　0７8－230－９６７0
月〜金（ ９：00〜1７：00）　e-mail aar1６９10@par.odn.ne.jp

　　http：//www.kodomo-kai.or.jp/hyogo/

事  務  局

子ども会は、子ども達が地域の中で逞しく健やかに育ち、一人ひとりの
特性を生かした成長を願い豊かな遊びや体験活動を行っています。

 安心して活動を行うことが出来ます

　子ども会連合会に加入すると、安心して子ども会活動を行うことが出来ます。
◦ 子ども会活動中やその往復の道中に事故が起きた場合、お互いが助け合う共

済事業「全国子ども会安全共済会」と「兵庫県子ども会連合会見舞金」を受
ける事が出来ます。

◦ 子ども会活動中に第三者が死傷したり、財物に損害を与えた場合「子ども会
賠償責任保険」があります。

 会費は、 １ 人　年間 ３００円です

単位子ども会、市町子連に所属する子ども会員や指導者・育成者の皆さん
のご加入をお願いします。詳しくは、各市・町子ども会連合会へお問い合わ
せください。

 兵庫県子ども会連合会は

◦単位子ども会支援事業「子どもの手による子ども会」づくりを支援しています。
◦指導者・育成者の養成研修を行い、研修会への講師団を派遣しています。
◦安全活動促進事業で、研修会等へ講師を派遣し、見舞金を支給しています。

子 ど も 会 に 入 ろ う子 ど も 会 に 入 ろ う
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